
とーんとくる
地下鉄に面白い車内広告がありました。
いなせな江戸言葉を紹介している「お江戸バイリンガル」です。

大木を斧で切っている男性のイラストの脇に、
とーんとくる
と書いてあります。

江戸では一瞬で恋におちた時、その瞬間の音を表して、
「とーんとくる」と言ったそうです。
現代で言えば、キュンとする、といった感じでしょうか。

女性のふとした可愛らしい仕草を見て、
男性の意外な一面を垣間見たときなどに、「とーんとくる」、
と使っていたようです。

最後には、「あなたは最近とーんとくることありますか。」
という文章で終わっていました。

また反対側には、電車内で内転筋を鍛えるトレーニング方もありました。
直ぐにできそうなので、車内でこっそりと実践してみましたが、
これが結構効きました。

また地下鉄に乗るのが楽しみになりました。

事務局　Ａ

https://saitamasogo.jp/archives/69778
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/06/a1f70308b977e4f6c16220f9ce11c6eb.jpg


運動会
先週の土曜日、子どもの小学校の運動会でした。
前の晩から早朝まで雨が降っており天気が心配でしたが、当日は朝から天気も回復し、風が心地よい運動会日和となりました。

我が子の姿を撮ろうと、私はビデオ、夫はカメラを準備して行ったのですが、みんな同じ体操服を着ていて、我が子がなかなか見つかりま
せん！
徒競走で１位になったらしいのですが、撮影できませんでした・・・

年のせいか、子ども達の一生懸命な姿を見るだけで、涙が出てきてしまいます。
１歳から保育園にお世話になり、これまで親として大した教育もしてこなかったのですが、先生方やお友達、上級生に本当に良くして頂い
たお陰で、成長した我が子をみて、周りの方々に感謝しなくてはと改めて思った一日でした。

事務局　Ｓ

6/7(水)、6/9(金)、6/13(火)弁護士会主催・共
謀罪に反対する市民集会が開催されます
５月２３日の衆院本会議において、いわゆる共謀罪法案が可決されました。  共謀罪が制定されると、国民の知る権利が侵害される危険が
高まるだけでなく、表現活動、集会・結社の自由が脅かされ、民主主義の根幹が揺るぎかねません。
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なにより刑事司法との関係で、構成要件が不明確であり罪刑法定主義に抵触する本法案の制定によって、人質司法の一層の強化が非常に懸
念されます。

当会では５月２３日の定時総会において全会一致で、「共謀罪創設に反対する総会決議」が承認・可決されました。これを受け、このたび
下記の通り、急遽、３つの共謀罪に反対する市民集会を開催いたします。

 

共謀罪の成立を断固阻止するため、 是非とも一人でも多くのみなさまのご参加をお願いいたします。

 

① ６月７日共謀罪に反対する市民集会（川越）

講演：雨宮処凛さん（作家）

日時：平成２９年６月７日（水）午後７時開演（午後６時３０分開場）

会場：ウェスタ川越１F 多目的ホール（←クリックすると地図が出ます。）

※入場無料（事前申込不要）

 

② ６月９日共謀罪に反対する市民集会（浦和）

講演：加藤健次弁護士（第二東京弁護士会、衆議院法務委員会参考人）

日時：平成２９年６月９日（金）午後７時開演（午後６時３０分開場）

会場：浦和コミュニティセンター多目的ホール（←クリックすると地図が出ます。）

※入場無料（事前申込不要）

 

③ ６月13日共謀罪に反対する市民集会（越谷）

講演：木村草太さん（首都大学東京教授）、雨宮処凛さん（作家）

日時：平成２９年６月１３日（火）午後６時３０分開演（午後６時開場）

会場：越谷コミュニティセンター小ホール（←クリックすると地図が出ます。）

http://www.westa-kawagoe.jp/access/
http://www.saitama-culture.jp/urawacom/access.html
http://www.suncityhall.jp/info/post_27.html


※入場無料（事前申込不要）

 

 

主催：埼玉弁護士会
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チラシはこちら⇒①6月7日共謀罪に反対する市民集会　②6月9日共謀罪に反対する市民集会　③6月13日共謀罪に反対する市民集会
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注目の判例の記事が更新されました
相続に関する判例です。是非、ご一読下さい。

『預金も遺産分割の対象に－最高裁判所大法廷決定平成２８年１２月１９日』
『相続税節税目的での養子縁組を無効ではないと判断した事案－最高裁判所第三小法廷平成２９年１月３１日判決』

「monaka」
これまで午前中の移動ではNACK5の「monaka」でパーソナリティの池辺愛さんの話を聴くのが楽しみでしたが、今年に入り産休。

そこで何か新しいものをと思いたちクラシックを聴くようになりました。
お気に入りは、サティの「ジムノペディ」、ラヴェルの「ボレロ」や「亡き王女のためのパヴァーヌ」、ドビュッシーの「亜麻色の髪の乙
女」など。

ところが池辺愛さん、いつの間にか復帰している！
これから午前の移動は何を聴くか悩みます…。

弁護士　佐渡島　啓
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労働ホットライン
 
私も所属する労働弁護団では、原則として毎週火曜日、木曜日、土曜日の午後１時～４時に労働相談ホットライン（労働に関する問題につ
いての電話相談）を行っています。

日にもよると思いますが、私の担当日には、受話器を置いた途端に別の相談の電話がかかってくることもあるほど相談が多いのです。

労働問題について悩みを持つ方が多いのだと実感しています。

弁護士　德永　美之理
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アップルの空飛ぶ魔術―失われた2000億円余の税収・連載
第6回「魔法で消えた1兆円」
第６回　魔法で消えた1兆円

アップル社が使った魔法の数々は同社が当然負担すべき税を大きく軽減することに貢献しました。第1の魔法によって南北アメリカ大陸を
除く諸外国で得た利益はアイルランドに移転され、ほとんど無税となりました。

その仕組みによって最も影響を受けたのはアメリカ以外の諸国の税収です。アメリカ上院の調査によると、例えば2011年に、アメリカ
はアップルの全世界の課税前利益の30％を得、残りの70％はアメリカ以外の諸国が得ています。その内訳はアイルランド64％、その
他諸国6％となっています。一方アップル製品の消費者の分布をみると、アメリカ39％に対してその他諸国が61％を占めていますが、
その内訳はアイルランド1％、その他諸国60％となっています。

つまりアイルランドには消費者が1％しかいないのに、全世界の利益の64％が集中しているのです。逆に言えばその他諸国には消費者
が60％もいるのに、利益は6％しか配分されていないのです。このギャップはアメリカ以外の大半の諸国で生まれた巨額の利益の大半が、
アイルランドに移転させられたことを物語っています。その結果、アメリカ以外の諸国（日本を含む）では、当然得られるべき巨額の税収
を奪われているのです。

例えば直近（2016年）の年次報告書で見ると、アップルのアメリカ以外の課税前利益は411億㌦（約4.5兆円）ですが、同地域で
の納税額はわずか21.4億㌦（約2350億円）です。その負担率はわずか5.8％という低さです。最近10年間（2007
年～2016年）をとると、税引き前利益の合計2367億㌦（約26兆円）に対して、納税額は95.4億㌦（約1兆円）で、負担率は
年平均でわずか4％と、無税に近い負担率です。

このアップル社の世界的税逃れ戦略は、アメリカ以外で生じた利益をアイルランドに集中し無税化するもので、もちろん日本も例外ではあ
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りません。日本から奪われた税収は、このシリーズの第1回で述べたように、2016年だけで2300億円前後に上ります。最近5年間
（2012年～2016年）をとると、失われた税収は1兆円を上回る計算になります。1社だけによる税収ロスとしては無視できる大き
さではありません。

暉峻淑子さん著「対話する社会へ」（岩波新書）
暉峻さんは、以前から、格差社会は政府の政策によって作られたものだと指摘されてきました。「対話する社会へ」では、共有する社会シ
ステム（社会保障制度や社会資本など）について、税や保険料の拠出者である私たち市民が互いに話し合う「討議デモクラシー」の重要性
を指摘し、「対話」が苦悩に満ちた社会に希望を呼び寄せる道であるとされています。

５月２８日の集会（http://tax-justice.com/?p=636）でご講演いただく井手英策さんも、「人間が他者と
利害や価値を共有して何かをおこなうためには、ひとつの前提が不可欠である。それは、他者から承認されているという実感、自分が周囲
と等しい扱いを受けているという確信である。…この承認欲求を理念によって満たすには二つの方法がある。ひとつは、愛国心や倫理・道
徳に訴える、「一君万民」的な理念を共有することである。いまひとつは、地域という共同体のなかで、「生存と生活の基礎的ニーズ」を
社会の構成員それぞれが主体的に発見し、負担という痛みを分かち合いながら、構成な分配の理念を共有することである。」（「分断社会
を終わらせる」（筑摩選書・２３７頁））と述べられています。

地域からの「対話」が、一君万民的な理念や愛国心の陥穽に陥らないために重要であり、社会の分断・対立や格差社会を超えて、人間のた
めの財政を構築し、公正な社会を実現することにつながるのではないでしょうか。
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弁護士　猪　股　　正

伊須 慎一郎弁護士、南木ゆう弁護士が携わった【戸田市旅費返
還請求事件】 の記事が各社に掲載されました。

『NHK 2017年5月24日掲載：戸田市議海外視察費 返還命じる（NHK 　NEWS WEB）』
『TBS 2017年5月24日掲載：戸田市議海外視察、旅費の返還命令 さいたま地裁  （TBS NEWS）』
『テレビ埼玉 2017年5月24日掲載：戸田市議5人の海外視察費　全面返還命令（テレ玉 – Yahoo!ニュー
ス）』
『埼玉新聞 2017年5月24日掲載：戸田市議海外視察、旅費の返還命令 さいたま地裁  （埼玉新聞）』
『読売新聞 2017年5月24日掲載：「市議の豪派遣不適切」市長に旅費返還請求命令 （読売新聞web）』
『毎日新聞 2017年5月24日掲載：埼玉・戸田５市議：海外視察で旅費返還、地裁が市長に命令（ 毎日新聞web）』
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『産経ニュース  2017年5月25日掲載：戸田市議５人の豪視察は実質的な海外旅行　市民団体、市長に費用の返還請
求命令　埼玉 （産経ニュース）』
『朝日新聞  2017年5月25日掲載：戸田市議の豪派遣「不合理」 （朝日新聞デジタル）』

6/13 日弁連シンポジウム「最低賃金引上げには何が必要か？
法制度と運用面の課題を探る」
日弁連貧困本部企画のシンポジウムのご案内です。
貧困と格差の拡大に歯止めをかけるために、最低賃金の大幅な引上げが必要です。是非、ご参加を。
参加無料・事前申込み不要です。

詳細は日弁連ホームペー
ジ→https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2017/170613.html

日本弁護士連合会は、最低賃金の大幅な引上げが貧困問題を解決する上で、もっとも重要な課題の一つと位置づけ、２０１１年６月１６日
付け「最低賃金制度の運用に関する意見書」を公表し、２０１３年８月２日付け「最低賃金額の大幅な引上げを求める会長声明」以降、毎
年、繰り返し、最低賃金額の大幅な引上げを求めてきました。

政府も、２０１０年６月１８日に閣議決定された「新成長戦略」において、２０２０年までに「全国最低８００円、全国平均１，０００円」
にするという目標を明記し、２０１５年６月３０日に閣議決定された「『日本再興戦略』改訂２０１５」等においても、中小企業・小規模
事業者への支援を図りつつ最低賃金額の引上げに努めるべきことを明記しています。

最低賃金の引上げをめぐっては、特に地域経済や中小企業の経営や雇用への影響が議論されてきました。日本弁護士連合会は、最低賃金の
引上げについての調査・分析のため、青森県及び鳥取県の実情を調査し、最低賃金についてのパンフレットも作成しました。

今回のシンポジウムでは、これまでの調査結果についての報告をするとともに、そこから浮かび上がった法制度上および運用面での課題に
ついて、専門家等を交えて議論し、皆さんと一緒に考えたいと思います。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日時
２０１７年６月１３日（火）　１８時００分～２０時００分
場所
弁護士会館２階　講堂「クレオ」ＢＣ →会場地図
（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄丸ノ内線・日比谷線・千代田線　「霞ヶ関駅」Ｂ１－ｂ出口直結）
参加費・受講料
無料
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内容（予定）
[基調報告]
日本弁護士連合会貧困問題対策本部委員
「青森県・鳥取県調査報告（結果）について」

[パネルディスカッション]
藤田 安一氏 （鳥取大学名誉教授（鳥取地方最低賃金審議会元会長）
神吉 知郁子氏 （立教大学准教授）、エキタスの方

[会場発言]

PDFファイルチラシ (PDFファイル;540KB)
申込方法
事前申込不要
主催
日本弁護士連合会
問い合わせ先
第二東京弁護士会　人権部人権第一課
ＴＥＬ　０３－３５８０－９８５７
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